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【発生生態と防除のポイント】 

・年１～２回発生する。 

・落葉下で越冬し、成虫は山林から果樹園に飛来する。 

・果樹園へ飛来する時期に殺虫剤を散布する。 

・次々に新たな個体が飛来するので、発生が多い場合は５～７日間隔で、２～３回散布する必要がある。 

 

【調査地点】（標高 560m 場内） 

・平年は2015年～2024年の平均値。 

 

【コメント】 

・５月下旬の誘殺が多く、一度誘殺がなくな

ったが、６月第３半旬には今年度最高を記録

した。 

・平年より多いが、誘殺数の波が大きくなっ

ている。 

【調査地点】（標高370ｍ すももほ場） 
・平年は2015年～2024年の平均値。 
 
【コメント】 
・６月第５半旬に、今年度初めて誘殺された
が、平年より少ない状態が続いている。 

【調査地点】（標高 560m 雑木林） 

・雑木林に設置してある 

 

【コメント】 

・年２回発生する場合、第１回の新成虫は７

～８月にかけ羽化する。高温のため早まっ

ている可能性もあるが、時期的に若干早い

ため、越冬個体と新個体が混じっている可

能性もある。 


